
一般社団法人全関西大学女子バスケットボール連盟 

2026年度 第１回 理事会 会議録 
 

１．日 時 ： 2026年５月11日（月）19：00～ 

２．場 所 ： zoomによるオンライン会議 

３．出席理事数 理事総数25名中18名 

野老 稔、丸岡信吾、三島隆章、荒木初広、坂井和明、古本ルミ、佐藤亜紀子、 

畑岸邦枝、柳生志乃、房本浩希、今西正泰、山中博史、村上なおみ、玉井里英、白井 徹、石橋將広、

嶋﨑尚美、市谷浩一郎 

４．出席監事数 総数 2 名中 2 名 

山本 孝、宮武庸介 

５．出席学生委員 

髙野美佐子、阪田琴音、小林愛梨、内藤優依、稲垣遥、小山田璃々、戸佐間楓乃、魚住帆香、野村雪

乃、勝井真奈美、宮崎優愛、尾崎優菜 

６．書記：勝井真奈美学生委員 

 

・古本総務部⾧より、理事25名中18名が出席しており、定足数を満たして理事会が成立していることが

報告された。続いて野老会⾧を議⾧として議事が開始された。 

冒頭に、第6回理事会議事録の確認が行われ、議事録署名人として、佐藤亜紀子理事、玉井里英理事が

指名された。 

 

Ⅰ．審議事項 

１．2026年度全関西大学女子バスケットボール選手権大会の実施状況と課題 

 髙野学生員⾧より、全関西大会について無事閉幕した旨、資料を基に報告があった。 

総務部より、ハーフタイムショーとして堺チアリーディングに依頼し、チーム・観客共に好評であ

ったため、次年度も依頼する方向で検討する旨が述べられた。 

広報渉外部より、新規購入したビデオカメラを用いてYouTube配信を実施し、画質も良好で大きな

トラブルもなく終了できたこと報告された。 

また、不適切なコメントが投稿されたため削除対応を行ったこと、さらに今年度よりtiktokでの動

画投稿も開始したことが報告された。 

財務部より、入場者数が昨年度より減少していることが報告された。 

競技部より、最終日のコート設営に時間を要し、1試合目の開始時刻を遅らせたことが報告され

た。また、今年度導入した無線機により、タイマーの対面設置が可能となったことが説明された。 

２．2025年度の事業報告と決算および監査報告について 

古本総務部⾧より事業報告について、今西財務部⾧より決算についてそれぞれ資料を基に説明が行

われた。 

 



３．協賛企業からの要望への対応について 

畑岸広報渉外部⾧より、協賛企業から学生との交流を求められていることを受け、新たな取り組み

が提案された。協賛企業一覧を各チーム責任者および主務に配布すること、また、協賛企業から各

チームへ直接のアプローチできるように、メールや公式LINEで情報配信をすること。さらに、代

表者会議など、チーム代表者が集まる場で交流の機会を設けることが提案された。また、協賛額に

応じて、チームへの情報提供方法を差別化する案が示された。 

Ⅱ．決議事項 

１．第３回社員総会の開催日程と議題について 

 古本総務部⾧より、資料を基に説明があり、議題の確認が行われた。 

特段の意見なく、決議された。 

２．当連盟50周年記念事業に向けた積立の開始について 

 今西財務部⾧より資料を基に説明があり、特段の意見なく決議された。 

Ⅲ．報告事項 

１．一般社団法人の各チーム推薦の代議員一覧について 

古本総務部⾧より、資料を基に説明があり、未提出の大学には催促連絡を行っている段階であるこ

とが報告された。 

２．2026年度の加盟チーム数、大会参加チーム数について 

髙野学生員⾧より、加盟校は昨年度と同数であること、各大会の参加校について説明があった。 

３．専門委員の追加委嘱について 

古本総務部⾧より、奈良学園の藤川氏、立命館の西村氏を委嘱する旨が報告された。 

４．2026年度全関西大学女子バスケットボール新人戦の開催状況について 

髙野学生員⾧より、資料を基に説明があり、審判に誤ったスケジュールを配信した反省から、学生

間での連携強化が必要であるとの意見があった。 

坂井専務理事より最終試合のチームがクーリングダウンを行えるよう配慮する必要があるとの意見

があった。 

５．2026年度西日本学生バスケットボール選手権大会の準備状況について 

坂井専務理事より参加校について資料を基に説明があった。 

髙野学生員⾧より、タイムスケジュール資料を基にTO派遣への協力を要請する説明があった。 

６．2026年度の豊中市バスケットボールフェスタについて 

髙野学生員⾧より、資料を基に説明があり、担当大学については後日報告する旨が述べられた。 

７．アメリカバイオラ（Biola）大学（ディビジョン２）の来阪受け入れ検討について 

坂井専務理事より、同大学が8月22日から来阪し、8月23日・24日に各1試合を行う予定であること

が報告された。国体の関係で大阪が参加できないため、京都、兵庫から各1チームを検討している

旨が設枚された。 

 

 



８．アマチュア規定の趣旨徹底と学生アスリート宣誓書について 

坂井専務理事より、学生がBリーグに参加する事例が増加していることから、日学の決定に基づ

き、誓約書の提出を求める対応を関西学連でも行う旨が報告された。 

９．50周年記念事業に向けた過去の記録等の収集状況について 

荒木副会⾧より、資料を基に各大会の功績の資料の収集状況について報告があった。 

１０．2026年度理事会開催予定について 

 古本総務部⾧より、資料を基に説明があった。 

１１．その他 

・各部からの報告 

 審判部 

嶋﨑審判部⾧より審判・指導者を対象とした情報交換会開催について説明があった。 

髙野学生員⾧より、TO講習会を行ったチームからの感想等報告された。 

村上競技部⾧より、西日本大会4日目のTO確保に例年苦戦しているため、チームへの協力要請が必

要である旨が述べられた。 

 

丸岡副会⾧より、閉会のご挨拶が述べられた。 

続いて、古本総務部⾧より、次回の総会について説明があり、閉会した。 

次回予定、6月14日（日）18時00分～ 東和薬品RACTAB（＊オンラインなし） 

 

      （以上） 


